
 

SANYO DENKI Technical Report No.13 May 2002¦12 

 

 

 

 

２００１年度のパワーシステム事業部

の主 な製 品 開 発 は以 下 のとおりであ

る。 

太 陽 光 発 電 システム用 パワーコン

デショナにおいては、自立・充電回路

を入 出 力 箱 に実 装し防 災 システム対

応型の製品を完成させた。また、電力

のピークカット運転機能を付加した装

置を製品化した。 

中 容 量 電 源 装 置 では、ＡＭＢ２００

Ｔ３を流用し、小型・軽量タイプの４００

Ｈｚ周波数変換装置を製品化した。 

小 容 量 電 源 装 置 では、ＤＣ４８Ｖを

ＡＣ１００Ｖに変換するＤＣ／ＡＣインバ

ータ装 置 で１ｋＶＡを超 える容 量 の製

品化、高信頼化の要求を受 け、共通

制 御 部 を持 たず完 全 個 別 制 御 で並

列運転ができるＤＣ／ＡＣインバータを

開発した。 

UPS 管理ソフトにおいては、サーバ

OS である Linux のシェアが拡大してい

ることを受け、「SAN GUARD Ⅳ Lite 

for Windows」のシリーズとして Linux

で 動 作 す る 「 SAN GUARD Ⅳ  Lite 

for Linux」を開発した。 

 

 

 

 

太陽光発電システム用パワーコンディショナ「ＰＭＣ－ＴＤ」の多機能化 

 

太 陽 光 発 電 システム用 パワーコン

ディショナ「ＰＭＣ－ＴＤ」は柔軟なシス

テムに対 応 できるように、自 立 ・充 電

機能の拡張性を持っている。今回、ビ

ルドアップ方式の構成により入出力箱

に制御回路、自立自動切換回路およ

び蓄 電 池 接 続 回 路 を実 装 することに

より、防 災 システムに対 応 できる製 品

が開発できた。 

また、自立運転において共通制御

部を持たない完全個別制 御による並

列運転ができるようになった。ビルドア

ップにより最大５台までの並列運転に

より、自立出力が５０ｋＷまで増容量が

実現でき、従来機種の「ＰＭＢ－ＴＤ」

より拡張性も充実させた。 

さらに、内 部 タイマーを用 いたスケ

ジュール運転により、深夜電力で蓄電

池 に充 電 し、昼 間 の電 力 量 がピーク

の時に蓄電池に蓄えられた電力を放

電することで契約電力の低減ができる

ピークカット運転機能も実現できた。 

 

イメージ図

 

 

４００Ｈｚ周波数変換装置の小型・軽量化 

 

４００Ｈ z 周波数変換装置は、航空

機の整備用、レーダーなどの電源とし

ての需要があり、これまで３０ｋＶＡから

１００ｋＶＡの装置がラインアップされて

いる。 

今 回、特定 顧 客むけに１５ｋＶＡ（２

０ｋＶＡ）の装置を開発した。開発に当

たっては、小 型 、軽 量 の無 停 電 電 源

装 置 「ＡＭＢ－Ｔ３」シリーズの回 路 、

実装技術を用いて設置面積・重量の

低減を行った。 

 

 

 

 

本装置の特徴を以下に示す。 

①小型、軽量 

従来の３０ｋＶＡ比で設置面積４０％ 

重量５０％の低減。 

②故 障 診 断 機 能 、ガイダンス機 能 な

どのインテリジェント機能の充実。 

③交流入力１００ｍｓ以下の瞬断時の

運転継続を実現。 
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並列運転型ＤＣ／ＡＣ インバータ 

 

ＮＴＴをはじめとする通信業者は従

来から機器電力の供給を無停電化す

るために、大容量バッテリを局舎に設

置しＤＣ４８Ｖを供給する系統がある。 

近年、給電信頼度が重視されるＩＰ

機 器 においても、ＤＣ４８Ｖを入 力 とし

た機 器 が普 及 してきており、ＤＣ給 電

系のみとする局舎が増えてきた。 

しかしながらすべての機器がＤＣで

動作できるわけではなく、一部の機器

は交流電力を必要とするため、１ｋＶＡ 

ＤＣ／ＡＣインバータを開発したが、信

頼 性 や保 守 性 ・増 容 量 性 をもった機

種の要求がされるようになった。 

この要求を満たすため共通制御部

を持たない、完全個別制御で並列運

転ができるＤＣ／ＡＣインバータを新た

に開発した。 

このインバータは前述のインバータ

とまったく同容量・同寸法（１ｋＶＡ・１９

インチラックマウント・高さ２Ｕ）のインバ

ータユニットを基本単位とした。 

最 大 ５台 までの並 列 運 転 ができ、

負荷システムの増加に柔軟に対応す

ることができるようになった。 

また出力容量に１ユニット分の余裕

を持たせ、Ｎ＋１方式の冗長運転をす

ることにより、高信頼な給電ができるよ

うになった。 

 

 

 

 

UPS管理ソフト「SAN GUARD Ⅳ Lite for Linux」 

 

UPS 管 理 ソフト「SAN GUARD Ⅳ 

Lite」は、停 電 などの電 源 トラブル時

に、UPS に接続しているコンピュータを

安全に停止させるために、シャットダウ

ンを行なうソフトである。 

近年、UPS の負荷となるサーバ OS

として、Linux のシェアが拡大している。

コンピュータメーカからも Linux が搭載

されたサーバが販売されており、当社

としても、Linux で動作する UPS 管理

ソフトの開発が、急務となっていた。 

このたび、UPS 管理ソフトの Linux

対応を行い、「SAN GUARD Ⅳ Lite 

for Windows」のシリーズとして、「SAN 

GUARD Ⅳ Lite for Linux」の販売を

開始した。 

「SAN GUARD Ⅳ Lite」では、ツー

ルの GUI 部分を Java で開発している

ため、Window と Linux で、共通の操

作性を提供する。また、「SAN GUARD 

Ⅳ Lite」は、OS が異なっても同様の

機能を提供しており、1 台の UPS の負

荷に、Windows マシンと Linux マシン

が混在する環境でも、容易に UPS 管

理システムを構築できる。 

現在、UNIX 版の早期リリースに向

けて開発を進めている。 

 

 

 

 

柳沢 実 

1980年入社 

パワーシステム事業部 設計第一部 

静止型電源装置の開発、設計に従事。 


